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的
に
は
、
２
０
１
５
年
秋
か
ら
は
じ

ま
る
番
号
制
度
に
基
づ
く
税
務
統

計
、
社
会
保
険
統
計
も
役
立
つ
。
非

常
に
有
益
で
正
確
な
情
報
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

吉
川　

政
府
は
広
報
活
動
を
も
っ

と
す
べ
き
だ
。
日
本
創
成
会
議
が
昨

年
発
表
し
た
人
口
減
少
問
題
に
関
す

る
統
計
は
「
市
町
村
が
消
え
る
」
と

大
変
話
題
に
な
っ
た
。
２
年
前
に
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

調
査
し
た
と
き
に
も
同
様
の
結
果
が

出
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
情
報
の
開

示
も
必
要
だ
。
昨
年
話
題
に
な
っ
た

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
１
次
速
報
値
と

２
次
で
大
き
く
予
想
値
か
ら
外
れ
た

が
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
を
世
間
に

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。
統
計
の
作

成
手
順
に
つ
い
て
の
情
報
開
示
も
進

め
る
べ
き
だ
。

　

黒
田　

利
用
す
る
側
に
も
誤
解
が

あ
る
。
速
報
値
は
、
リ
ソ
ー
ス
と
し

て
も
使
え
る
デ
ー
タ
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
確
報
の
数
値
と
差
が
出
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
作
成
方
法

は
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
差
が
生
じ

る
こ
と
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。

　

深
尾　

公
的
統
計
に
は
学
会
の
協

力
が
必
要
だ
。
欧
米
で
は
、
府
省
の

研
究
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
者
や

専
門
家
が
参
加
す
る
。
日
本
の
統
計

専
門
家
は
、
府
省
と
の
交
流
が
少
な

く
、
国
際
会
議
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
低
い
。
改
善
す
る
余

地
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

吉
川　

日
本
で
は
統
計
へ
の
重
要

性
の
認
識
が
低
い
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
民

族
も
言
語
も
異
な
る
国
が
集
ま
る
連

合
は
、
補
助
金
の
配
分
も
欧
州
中
央

銀
行
の
政
策
も
統
計
が
基
に
な
る
。

日
本
も
同
様
で
、
人
口
統
計
や
高
齢

化
社
会
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
考
え
る

と
き
に
統
計
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。

　

樋
口　

エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
政

策
の
評
価
は
、
中
立
的
な
機
関
が
行

う
べ
き
だ
。
政
策
担
当
者
自
ら
が
善

し
あ
し
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
れ
を
考
え
る
と
独
立
し
た
機
関
が

必
須
だ
。

　

黒
田　

民
間
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

利
用
は
、今
後
活
発
化
す
る
だ
ろ
う
。

デ
ー
タ
の
精
度
、
制
約
を
考
え
る
一

方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
問

題
も
出
て
く
る
。
調
査
対
象
を
守
る

た
め
の
規
範
も
統
計
委
員
会
が
作
っ

て
い
く
べ
き
だ
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

良
く
す
る
た
め
に
も
、
統
計
は
公
共

財
と
し
て
作
り
、
統
計
委
員
会
が
所

管
す
る
。
デ
ー
タ
の
精
度
を
保
つ
た

め
に
も
、
今
後
は
基
準
作
り
も
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

の
司
令
塔
機
能
の
あ
り
方
や
制
度
、

統
計
作
り
を
全
体
で
考
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

北
村　

企
業
や
大
学
の
民
間
デ
ー

タ
と
政
府
の
公
的
デ
ー
タ
を
ど
う
使

い
分
け
る
べ
き
か
。

　

樋
口　

民
間
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

政
府
統
計
は
、
二
重
の
意
味
で
補
完

性
が
あ
る
。
一
つ
は
民
間
デ
ー
タ
と

公
的
統
計
を
同
一
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
入
れ
る
使
い
方
、
も
う
一
つ
は
行

政
記
録
同
様
、
民
間
デ
ー
タ
を
基
に

政
府
が
新
た
な
統
計
を
作
っ
て
い
く

情
報
源
と
し
て
の
使
い
方
だ
。
将
来

ま
ち
ま
ち
な
の
が
現
状

だ
。
そ
の
結
果
、
雇
用
契

約
期
間
の
定
め
が
あ
る
雇

用
者
の
う
ち
、
契
約
期
間

が
１
年
を
超
え
る
労
働
者

の
割
合
が
、
あ
る
調
査
で

は
65
％
な
の
に
対
し
、
別

の
調
査
で
は
15
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
で
は
実
態

に
基
づ
い
た
政
策
は
立
案

で
き
な
い
。

　

統
計
の
質
を
高
め
る
に

は
、
統
計
間
の
調
整
が
必

要
だ
。
そ
こ
で
統
計
委
員

会
が
設
定
し
た
第
２
次
基

本
計
画
で
は
、
統
計
相
互

の
整
合
性
の
確
保
と
向
上

を
明
確
に
示
し
た
こ
と

で
、
政
府
内
に
お
い
て
も

統
計
の
構
造
改
革
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。

　

旧
統
計
法
が
行
政
の
た

め
の
統
計
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
新
し
い
統
計
法
の

基
本
理
念
は
「
国
民
に
使

わ
れ
る
情
報
と
し
て
の
統

計
」
で
あ
る
。
い
ち
早
く

統
計
改
革
を
進
め
て
き
た

米
国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
で

は
、
最
高
責
任
者
を
置
い

て
政
府
統
計
全
体
を
統
括

し
て
い
る
。
日
本
に
お
い

て
も
、
省
庁
横
断
的
か
つ

蓄
積
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ

の
利
用
環
境
と
情
報
公
開

体
制
の
整
備
だ
。
実
験
的

な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
入
手
が

難
し
い
社
会
科
学
の
領
域

に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
て
い
く
か
が
最
大
の
挑

戦
と
い
え
る
。
観
測
デ
ー

タ
に
よ
る
理
論
の
検
証
に

よ
っ
て
、
合
意
形
成
へ
の

材
料
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
だ
。

　

経
済
学
者
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
単
な
る
批

評
で
は
な
く
、
独
立
性
と

　

政
府
統
計
の
体
系
的
か
つ
効
率
的

な
整
備
と
有
用
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、
２
０
０
７
年
に
新
統
計
法
が
公

布
さ
れ
、
09
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
。
そ
の
枠
組
み
の
下
、
専
門
的
か

つ
中
立
・
公
正
な
第
三
者
機
関
と
し

て
内
閣
府
に
設
け
ら
れ
た
統
計
委
員

会
に
は
、
公
的
統
計
の
整
備
に
関
す

る
司
令
塔
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
求

　

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
政
策
を

遂
行
す
る
上
で
公
的
統
計
の
役
割
が

拡
大
し
て
き
た
の
に
伴
い
、
そ
の
質

が
様
々
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
主
な

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ニ
ー
ズ
の
適
合
性
」

「
正
確
性
」「
適
時
性
」「
解
釈
可
能
性
」

「
整
合
性
・
一
貫
性
」「
ア
ク
セ
ス
可

能
性
」
の
６
つ
だ
。

　

整
合
性
に
関
し
て
一
例
を
あ
げ
る

と
、
非
正
規
雇
用
に
つ
い
て
把
握
し

て
い
る
公
的
統
計
は
41
に
上
る
。
個

人
や
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
国
勢
調

査
」「
労
働
力
調
査
」、
事
業
所
・
企

業
を
対
象
と
し
た「
経
済
セ
ン
サ
ス
」

「
商
業
統
計
調
査
」「
毎
月
勤
労
統
計

調
査
」
な
ど
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
調
査
を
実
施
す
る
府

省
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
対
象
や

質
問
項
目
、
非
正
規
雇
用
の
定
義
が

　

日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
統
計
制

度
は
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）
に

誕
生
し
、
戦
後
ま
も
な
い
１
９
４
７

年
（
昭
和
22
年
）
に
統
計
法
が
制
定

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、「
必
要
と
さ
れ
る

統
計
の
不
足
」「
行
政
記
録
が
統
計

に
活
用
で
き
な
い
」「
調
整
機
能
の

不
足
」
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
る
も
、
な
か
な
か
改
正
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

統
計
制
度
改
革
に
向
け
た
一
つ
の

契
機
と
な
っ
た
の
は
、
小
泉
内
閣
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
示
し
た
サ
ー

ビ
ス
産
業
と
農
林
水
産
業
の
「
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
統
計
調
査
予
算
の
構
成

比
」
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
従
来
の
統

計
が
農
林
水
産
業
に
偏
り
、
経
済
社

会
の
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と

　

科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
は
功
罪

両
面
で
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
環
境
問
題
や
原
発
問
題
な
ど
の

よ
う
に
自
然
科
学
の
知
見
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ

ン
ス
な
社
会
的
課
題
を
生
み
出
し
て

い
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代

の
課
題
解
決
に
は
、広
く
自
然
科
学
、

社
会
科
学
の
領
域
を
超
え
た
科
学
的

思
考
が
要
求
さ
れ
る
。
経
済
学
に
お

い
て
も
規
範
的
科
学
（Normative 

Science

）
か
ら
、
観
測
事
実
に
基

づ
く
実
証
的
科
学
（Positive 

Science

）
へ
の
進
化
が
不
可
欠
だ

と
考
え
る
。

　

そ
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
の
が
、

体
系
的
な
統
計
の
整
備
と
デ
ー
タ
の

め
ら
れ
、
現
在
、
第
２
次
基
本
計
画

の
設
定
を
終
え
た
段
階
に
あ
る
。

　

こ
の
機
会
に
、
過
去
10
年
に
わ
た

り
、
公
的
統
計
の
あ
り
方
や
利
用
促

進
に
関
し
て
、
そ
の
制
度
設
計
や
考

え
方
を
中
心
に
な
っ
て
議
論
し
て
き

た
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
迎
え
、
今

後
推
進
し
て
い
く
べ
き
統
計
利
用
の

方
向
性
、
社
会
科
学
全
般
に
関
わ
る

エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
の
政
策
形
成

に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
の
重
要
性
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

に
関
し
て
改
正
案
を
提
示
し
た
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
統
計
や
地
域
別
統
計
な

ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
統
計

を
体
系
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
。

専
門
性
を
兼
ね
備
え
た
司
令
塔
機
能

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
現
在
、
統
計

委
員
会
に
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
制
度
と
し
て
き
ち
ん
と
設

け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

中
立
性
お
よ
び
透
明
性
を
も
っ
た
科

学
的
助
言
だ
。
経
済
学
の
研
究
が
研

究
の
た
め
の
研
究
に
終
わ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
課
題
解
決
に
向
け
た
政
策

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
科
学
的
な
知
見
が

要
求
さ
れ
て
い
る
。

　

北
村　

エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
政

策
に
お
い
て
、
司
令
塔
機
能
は
ど
こ

が
果
た
す
べ
き
か
。

　

黒
田　

欧
米
で
行
っ
て
い
る
司
令

塔
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
意
味
の
チ
ー

フ
・
ス
タ
テ
ィ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
を
置

く
の
が
理
想
だ
。
リ
ー
ダ
ー
が
責
任

と
権
限
を
持
ち
、
統
計
の
作
成
か
ら

発
表
ま
で
を
行
う
べ
き
だ
。

　

吉
川　

現
在
は
各
省
が
統
計
を
作

っ
て
い
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
役
と
し
て
司
令
塔
が
必
要
だ
。
各

省
か
ら
独
立
し
た
チ
ー
フ
・
ス
タ
テ

ィ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
が
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

樋
口　

特
定
の
と
こ
ろ
に
有
利
不

利
が
出
な
い
よ
う
各
省
か
ら
の
独
立

に
は
賛
成
だ
。
中
央
集
権
型
も
あ
り

得
る
が
、
現
状
で
は
分
散
型
が
継
続

性
が
あ
り
実
現
可
能
と
い
え
る
。
府

省
の
人
事
異
動
を
見
る
と
、
統
計
の

専
門
家
が
育
つ
環
境
に
な
っ
て
い
な

い
点
も
懸
念
す
る
。

　

深
尾　

現
在
の
統
計
委
員
会
は
、

各
省
の
統
計
内
容
や
予
算
、
人
員
に

口
が
出
せ
な
い
状
況
に
あ
る
の
が
問

題
だ
。
具
体
的
な
政
策
に
ま
で
踏
み

込
め
る
権
限
を
持
つ
の
が
理
想
的

だ
。

　

吉
川　

各
省
別
々
の
統
計
で
は
、

対
応
が
遅
く
、
必
要
な
デ
ー
タ
が
取

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
農
業
、

女
性
雇
用
な
ど
の
社
会
問
題
を
考
え

る
と
き
、
統
計
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。

司
令
塔
が
全
体
を
見
な
が
ら
調
整
し

て
い
く
べ
き
だ
。

　

黒
田　

チ
ー
フ
・
ス
タ
テ
ィ
ス
テ

ィ
シ
ャ
ン
を
考
え
る
な
ら
、
諸
外
国

で
採
用
さ
れ
て
い
る
チ
ー
フ
・
サ
イ

エ
ン
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
参
考
に
し

た
い
。
科
学
者
の
立
場
か
ら
中
立
性

を
保
ち
つ
つ
、
知
見
を
も
っ
て
助
言

し
、
意
思
決
定
は
政
府
に
委
ね
る
。

そ
れ
に
な
ら
っ
て
チ
ー
フ
・
ス
タ
テ

ィ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
に
は
権
威
が
担
保

さ
れ
る
専
門
家
を
就
け
る
べ
き
だ
。

省
庁
が
ニ
ー
ズ
を
優
先
し
た
統
計
を

作
ら
な
い
よ
う
、
チ
ー
フ
・
ス
タ
テ

ィ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
が
、エ
ビ
デ
ン
ス
・

ベ
ー
ス
の
政
策
作
り
に
資
す
る
統
計

を
体
系
的
に
整
備
す
る
責
任
を
持
つ

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

樋
口　

人
事
や
予
算
の
権
限
が
な

い
中
で
、
ど
こ
ま
で
権
限
と
責
任
を

負
え
る
の
か
疑
問
だ
。
国
民
経
済
計

算
を
例
に
挙
げ
る
と
、
国
際
的
に
見

て
も
調
査
に
か
け
た
人
員
は
少
な

く
、
不
都
合
が
生
じ
て
い
る
。
人
員

を
増
や
し
た
い
が
統
計
委
員
会
に
は

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
分
散

型
で
あ
り
な
が
ら
、
各
府
省
連
携
の

も
と
、
利
用
者
視
点
を
重
視
し
た
司

令
塔
の
機
能
強
化
が
現
実
的
だ
。

　

吉
川　

内
閣
府
の
頑
張
り
ど
こ
ろ

だ
。
予
算
や
人
員
の
増
減
は
、
統
計

委
員
会
で
諮
問
し
、
内
閣
府
の
経
済

財
政
諮
問
会
議
で
議
論
す
る
。
現
行

制
度
で
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　

黒
田　

統
計
の
重
要
性
を
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
日
本
は
変
わ
ら
な

い
。
統
計
と
政
策
を
結
び
つ
け
る
土

壌
を
ど
う
作
る
か
、
学
術
会
議
に
も

期
待
し
た
い
。
よ
り
良
く
す
る
た
め

主催：一橋大学　共催：一橋大学経済研究所 世代間問題研究機構・社会科学統計情報研究センター
お問い合わせ先：一橋大学政策フォーラム　http: www.hit-u.ac.jp/kenkyu/project/forum.html
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世
紀
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公的統計のあり方と
エビデンス・ベース政策形成

〜新統計法施行から５年〜

一橋大学政策フォーラム2014年度第2回

責
任
と
権
限
を
持
つ
司
令
塔
機
能
が
必
要

生
産
性
計
測
の
視
点
か
ら
み
た

政
府
統
計
の
課
題

新
時
代
の
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
政
策
形
成
に

求
め
ら
れ
る
公
的
統
計

小
泉
政
権
下
の
統
計
制
度
改
革

  P
iece-m

eal E
vid

en
ce  

の

蓄
積
に
よ
る
経
済
学
の
構
築
に
向
け
て

｜N
o
rm

ative S
cience

か
ら

P
o
sitive S

cience
へ

慶
応
義
塾
大
学

商
学
部
教
授

樋
口 

美
雄
氏

東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
教
授吉川 

洋
氏

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授

黒
田 

昌
裕
氏

別
労
働
・
全
要
素
生
産
性

を
計
測
す
る
に
は
、
労
働

投
入
に
関
す
る
推
計
が
カ

ギ
と
な
る
。
自
営
業
主
・

家
族
従
業
者
の
労
働
時
間

や
労
働
所
得
、
属
性
別
の

就
業
者
数
や
労
働
時
間
、

単
位
時
間
労
働
コ
ス
ト
の

情
報
な
ど
で
あ
る
。
よ
り

正
確
な
生
産
性
計
測
の
た

め
に
は
、
デ
フ
レ
ー
タ
ー

や
中
間
投
入
、
無
形
資
産

等
に
関
す
る
知
見
の
蓄
積

と
国
際
協
調
が
重
要
と
な

る
。

　

統
計
委
員
会
が
作
成
し

た
基
本
計
画
で
は
、
内
閣

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
長

期
に
わ
た
っ
て
経
済
停
滞
が
続
く
日

本
で
豊
か
な
生
活
を
維
持
す
る
に

は
、生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
多
く
の
先
進
国
政
府
が
国

民
経
済
計
算
と
整
合
的
な
形
で
生
産

性
統
計
を
整
備
す
る
中
、
日
本
は
公

的
な
生
産
性
統
計
を
ま
だ
作
成
し
て

い
な
い
。

　

一
方
、
一
橋
大
学
は
経
済
産
業
研

究
所
と
と
も
に
生
産
性
を
計
測
し
、

日
本
産
業
生
産
性
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
）
を
毎
年
更
新
し
て
公
開

し
て
い
る
。
生
産
性
の
計
測
は
、
実

質
賃
金
や
潜
在
成
長
率
を
理
解
す
る

上
で
も
非
常
に
重
要
で
、
労
働
生
産

性
の
上
昇
が
実
質
賃
金
の
上
昇
に
結

び
つ
か
な
い
要
因
等
も
わ
か
る
。

　

日
本
政
府
が
先
行
国
並
み
の
産
業

府
が
「
労
働
生
産
性
及
び
全
要
素
生

産
性
指
標
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎

情
報
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
期
待

し
た
い
。

生産性統計で出遅れる日本
一
橋
大
学

経
済
研
究
所
教
授
・
所
長

深
尾 

京
司
氏

　経済政策立案や分析に不可欠な統計。より使いやすい統計を目指すため新統計法が公布されて７年、施行から

５年が過ぎたが、まだ課題も多い。一橋大学は１月中旬、公的統計の制度設計を議論している４人のキーパーソ

ンを迎え、公的統計行政のあり方や今後進めるべき統計利用の方向性などについて話し合うシンポジウム「公的

統計のあり方とエビデンス・ベース政策形成」を開催した。

※次回の一橋大学政策フォーラムは「輸出・経常収支の動向と日本経済の将来」をテーマに、３月５日（木）の開催を予定しております。
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